
1
り ． 、一

&－

鋤9I

． ‘ ． , 〃､輿 、 ‐~､ 今 ． ‘ ，L_･リ 1 ､ ・ ・ろ－F，

筆者のもとにこのたび宍粟郡波賀町上野において、生活環境保全林事業が打な
心 、

われるにあたって鳥取大学の榎教授より､ :山小屋建設当埼Ⅱ(蕊大篝紗域必の状

零墓溌 蕊

難藤撫溌
の資材も総て人肩で運搬したのです｡我々は.上善か這う萱きで査職蓮に出
る峠を「上山峠」 、 「下山峠」と呼んぞ6,‘凱た。 ・応､｡側図参照i 』、

I

壹鐘黙羅頚
珊程下流で、壁の所々が剥がれていますが、今も林道の傍に残っています。

我々は、 この造林小屋を飯場にして、山小屋の建設地に通っていました。山小
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屋の周辺は今ではスギ林となり、林道も近くを通っており、何故こんなところに

繍墓蕊馳這壽驚鯉餅職臘辮1二幸雄」
を越えると人里の騒音も全く聞こえない別天地だったのです。

「下山峠」から下流は．右岸側は当時既に植林されていました。左岸側は、林
道の下は今も雑木林のままになっています。造林小屋の周辺はスギの2， 3年生

‘ ： ‐ ． ‐

でした。

当時の昆虫ですが蝶にづじ§てしか記憶がありません｡というのも筆者の専門が
蝶でしたし、山小屋建設に忙殺されて本格的な採集をしていないからです。従っ
て標本も殆ど残ってい垂ぜん。下記に当時見かけた蝶を列挙してみると

タテハチョウ科 Nymphalidae
, ､ず．

オオムラザギ施姻"毒〃〃〃〃
．＆ ；

今= -幸 ゾ ｲ

ゴマダラチョウ〃s〃"a｡/"a""
も ．

コムラサキ〃冴加･a〃/毎

スミナガシ〃〃〃〃9〃〃〃〃鰯餓〃

ルリタテハ〃"な〃〃a"a"e

キタテハ〃〃汐〃必〃-a"FGM

ｺﾐｽブﾙ"〃β鯛〃〃

イチモンジチョウ z〃〃〃ん〃壷〃胸ノ〃〃〃グ
ヒヨウモンモドキ〃〃”〃〃""s"

ウスイロヒョウモンモドキル〃”〃〃麹"〃a

テングチョウ科Libytheidae

テングチョウ〃ん'〃〃〃e〃な

マダラチョウ科Danaidae

アサギマダラ〃ﾉ？〃〃”〃”

シジミチョウ科Lycaenidae

ミドリシジミ〃"z蜜"〃ﾉ･〃′〃〃塗

オオミドリシジミ〃〃〃”〃ﾉ””〃蜜
’ ､す 7 ， ‘

トラフシジミ肋〃〃剛惣〃

ゴイシシジミ〃ﾉQa〃"醐施
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雲ヤノヱヂ白ウ科Satjridae
： ､了 豊 卜 , ， ‘ ’

オオヒカゲ ノ〃〃"”雌〃〃蛾〃． ‐…
《 c 『 ．

評 ● へ･
3 1J . .

キマダラヒカケ〃〃e召"“4〃〃趣功″
‘ ！ ‘ ） ，』

クロヒカケ〃〃e〃鼠〃
ロ Z ，

ヒカゲチョウ〃〃83〃"〃8
j ， ; i;, ‘ ､…;：

ヒメヒカケ〃〃'α伽”〃e〃"g_
1 ‘

ジヤノメチョウ戯〃な“〃s …
コジャノメ〃”んg〃ん翅""ん〃 ~
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セセリチョウ科Hesperiidae 、 _
を

ギンイチモンジセセリ Z〃"〃〃〃〃"/〃
、 唾 ' 6 ． ､ ‐ ． 〉 ： 、

アオバセセリ 〃”〃〃‘〃β〃塗"〃〃

〕
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アゲハチョウ科PapiliOnidae
； 、 ： ） ， 、 、 ‘ ‘…“ ： ; ’7 ､ 、 ,く ﾄ: ‘ ﾐﾐｰ （聡乎、 壜?､j‐

クロアケハ殉〃〃〃〃"#〃〃 、 、 》、 ‘ ‘ 藍_ ､～ ゞ‘; 〔- _f：

カラスアケハ〃a〃〃α〃”〃 ､ ‘， :“ 」蓮』 ‐ ：息 。 』 ､ :が入&、､『雪

を記憶しております。当時の我々大阪府立北野高校生物研究部員にどうぞ券耗
カゲ.ヒメヒカゲィゴｲｼｼヅﾐ』WE怠きモシモ鰹滞欠矛鈍盲ラモシモド
キ等ば東山(上野)でないと採集でき疵も種類でどれ”躍戒《た■ごと壱、小屋

一 ． ； ． 、 ． ， 、 1 ， 吋一 、‘． ＃､ ミ－ ‘、 ， 、 8 ． ． ．
･ 盃 句 ～、 凸 百 一 ､0 ．

． ‘ ‘ ‐: .j:… ､ - 4 i ‘ 『 、 』 ,寸軸謬丁 …､
の建設地を決定した大きな理由に芯うてい‘ま『した。．＝

山小屋の前の小沢を少し下るた本沢にほアマゴが生怠iシそ郡■､雪時筆者ぼ
大工仕事やボッガ(資材運搬)；の暇邊みてばま■ぐ魚鋤達迄■乳漕窺巷禾容
から上づて来る林道が峠建越えるとずぐに小沢を渡づで侭ずが､ ■そ刎噸を毒
らに2＆川蒜も上流まで釣り上がり表､乙'た｡ '当時ほ2碑ﾝ以王"夫吻も籍構飾#〃‘
たものです｡ 易:: ； ′ 、 ！， : :i'『 f #- :" " ! ､､!
近年、山小屋へは年に2， 3回。 1:､ ､乞治程度亡が行きまをんあ､で蝶やアマゴ
に関して詳しくはわかりませんが山小屋命周辺でば斑下あ蝶ぽ全ぞ覚毒巌蕊ん。

． ？

-寵減したど考えられる蝶
． ｡ b･ ご全

上白ヴモンモドギ ‘

ウスイロヒョウモンモドギ
” ， i

オオヒカゲ
〃3 ‐字 一

ヒメヒカゲ ′ ‐ i

ギンイヂモンジゼセリ､ '] 、
" ．r 』･ ､: 恵･ 【 ､謎､ …
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これらは恐らく絶滅したのではないかと思われます。この中で特に残念なのはオ

オヒカゲ、 上圖ウモンモドキ、 ウスイロヒ雪ウモンモドキです。この蝶は中部地
方と中国地方に別れて分布していて（ウスイロ､ビョウモンは中国地方だけ）中国

地方には局地的に多産する地域もある茎うでずが､産地はごく限られていて全国

的にはかなり希な種類になっているようです。最近オオウラギンヒョウモンとい

う蝶が環境庁から絶滅危倶種として指定されましたが､ この蝶を含めて草原性の

蝶は急速に減少しているようです。アマゴに関しても沢沿いの山道が使われなく

なって、ササが茂って通れなくなり、最近はナヌ滝から上流は釣ってし､主せん。

が、以前は所々にあった淵が土砂で埋まって浅ぐなっているので、かなり減って

いるものと思います。造林小屋と山小屋の間では夕方になるとキジが鳴いていま

した。山小屋ができた当時．小屋に泊まって夜外に出ると小屋の周りで獣の眼が
． ． 弓4

いくつも光っていることが度々ありまゞした。多分タヌキが残飯をねらって寄って

きたものと思いますが、スギの成長につれてキジの鳴き声と共にこういうことも

無くなりました。

植物では湿地の周辺の乾いた所にはオミナエシが､■湿錨の中でばトキソウやコ

モウセンゴケが多く、アヤメも所々に見られました。チメ滝の下の雑木林ではエ
ビネの大株がありました。湿地の規模や植生は以前どそれほど変わっていないよ

う準思います･ ； ＝ ルー ，， ‘
さて､東山の造林の経過を見てきて思うことは最大の自然破壊は造林だという

ことです｡治山や赫道偉点であり線であるのに比べて“造林では面的に自然破壊
が行なわれるからです。東山の現状は湿原以外はすべてスギ、ヒノキの人工林に

． 『 房 ． 自 .△・ ゞ . , ‘

なっていて雑木林は見つかりません。そしてそのスギ､ヒノキの人工林は除間伐

が遅れ林床にI季殆牽植生燕ありません.ゞなかにﾙｴｰ木一章もなく表土が流失し
てしまってスギの根が露出しているような箇所過あ璽まず｡｡早急に除間伐を行う
必要があると思い孝爽しかし東山で駐既ﾙｰ:いったい何種類の動植物塀絶滅した
ことでしょうか。筆者の気づいた蝶に関してだけでも前述のとおりです｡もっと

ﾐｸﾛな堰で曇;れば､‘それこそ教筵きれないのではないでしょうか｡
生活環境事業の自然林造成について筆者は本当の意味での自然林というものは
人工的に造成することは不可能だと思っています。筆者は自然林の魅力は樹種の

多用性（種類の多さ）だと思謬てい圭玄｡､筆者のよう‘に自然に興味のある人間は

自然観察や、バードウォッチング、植物､｡昆虫採集等の目的で自然林を訪れるの
です。そこで珍しい植物や昆虫､鳥を見つけて嬉しくなるのです。多くの樹種が

あり.いろんな昆虫や野生動物がいて､ そう吟妻目“対象となりうるのです。
事業によって導入できる樹木は、生産されている樹木で、せいぜい数十種類しか

ありません。従って事業では自然林造成いうのは害〃多‘‘､森林の造成であつ
, 〃 q ･

て、別の目的をもった人たちが魅力を感じる森林（例えばサクラばかりを植えて
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サクラの名所にするとか）の造成だと思います。当県ではかって自然公園内の生

活環境事業で、ノムラカエデや西洋アジサイを植えて生態学者の先生からお叱り

を受けたことがあります．以上少々借越態こ.とを申しあ聯たかもしれませんが。

このへんで掴筆いたします。

ギンイチモンジセセリ〔編集部注〕絶滅したと考えられる蝶のうちオオヒカゲ、ギンイチモンン寸
は山小屋付近には見られないが､上野地区として少柳､まも生息して&､る・
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